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はじめに
　1977年5月に渡仏し、パリ大学博士課程の入学試験（パリ第十一ナンテール校は筆記試験と口頭試問が
ある。）を受けた後、1968年11月以来の友人マリー・ベルトの母君でフランスのママンを自任するヴィッ
トス夫人の住むトノン・レ・バンに滞在し、夫人と日用品の買い物にジュネーヴまで湖畔の道をドライヴ
しました。いっものように、国境傍のスーパーマーケット・ミグロで沢山買い込んだ後、ジュネーヴの町
でお食事と散策をすることになり国連の前を通ったところ、門に求人広告の張り紙があり、好奇心一杯の
夫人が守衛室奥の局員に求人の申込書を頂いて『ナミコ、貴方は若いのに物識だから受けてみたらどう？』
と提案されました。いきがかり上受験することになり、6月第二週の土曜日に筆記試験（9時一12時：A
3、4枚の課題作文、14時一16時：常識試験）、そして第四週土曜日の口述試験（筆記試験合格者のみ10
時から、面接時に、英・仏・西の各々裏を向いた用紙十数枚のうち二枚を選択、英語から一枚、フランス語
から一枚を取り、その場で翻訳。その後面接試験）に挑戦しました。運のよいことに採用人数が二名のみ
にも拘らず合格してしまい、厳しい身体検査と研修を経た後、ジュネーヴに宿舎を世話して頂き、7月11
日から本格的に働き始めました。ヴィットス夫人はその間、送迎とお食事の世話を全てしてくださいまし
た。夫人の援助が無かったらこんなにも円滑に事は運ばなかったであろうと、今でも感謝しております。
就職後は毎週同僚宅に夕食の招待を受け、皆と会話を楽しみましたが、一番驚かされたのが、一般職員の
多くが「比較文学」の学士、修士、博士若しくは、比較文学か文明学を学んでいたことです。リオン第二
大学の文明学を修めた自分が何故合格できたのか納得できました。10月末で辞職する旨申し出たところ、
局長が仰天し、rこんなに条件が良いのに辞めるなんて聞いたことが無い。短期職員ということにします。
いいですね！』と叫びましたが、頷かざるを得ませんでした。本来の渡欧目的が修学だったからです。
1　アカデミー・ドゥ・ヴェルサイユ
　　パリ第十大学一ナンテール校
　佐藤正彰教授指導の下、ジェルマン・ヌーヴォーの研究をしていた私が「比較文学」を学ぶことを思いっ
いたのは、修士論文審査の席上、木庭一郎（中村光夫）教授が『山頭火に似ていますね！比較したら面白
いでしょうに…』と申されたからです。佐藤教授が病床に臥され、フランスで研究を続けるように勧めら
れ、渡仏を決b6、ニース大のMarcel　A．　Ruff教授に相談したところ紹介されたのがパリ第十でした。1977
年11月当時はParis　X－Nanterreとは呼ばず、元の名称Acad6mie　de　Versaillesと呼ばれており、大
学が出してくれる各種証明書にもその名が冠されていました。教授陣も社会学系の著名学者が揃っていた
＊　明治大学情報コミュニケーション学部　専任教授
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ことが、大きな魅力となっていました。事務的なこと全て、ヴェルサイユまで行かねばならず大変でした
が、CROUS　de　Versailles（学生部で奨学金や住居探しの担当部署）は、大変面倒見がよく、パリ14区に
ある大学町のアメリカ合衆国館に一室を確保してくださり、地下鉄駅の目の前に位置し、安全が保障され、
シャワー付き、バルコン付き10畳程ある最上階の居室で3年間を過ごせるように配慮してくださった大学
事務局に感謝しております。
　博士課程の講義は、各教授とも隔週一回3時間で構成されJacques　Lacant教授指導の下に、　Louis
Forestier，　Henri　Imbert教授が副査となられ、研究を始めました。同期の院生は7名でしたが、講義に
は前年の院生4名、高等師範（Ecole　normale　sup6rieure）からの学生、博論提出許可を受けた人達を含める
と20名前後は必ず出席していました。ラカン教授は「フランス語を守る会」の会長、アンベール教授はス
タンダールの研究、フォレスティエ教授はシャルル・クロ、ジェルマン・ヌーヴォーの研究でそれぞれ著
名な方で、聴講生が常に数人～十数人いました。
　Jacques　Lacant：　ラカン教授の講義は、毎年「神話（民話・宗教を含む）」で、最初の2回は先生が
行い、3回目からは先輩から順にExpos6（研究発表だが、5分、20分、40分の時間制限があり、どれに
当たってもよいようにしておく）を行いました。唯一の日本人である私の場合は、日本の神話が世界の中
でも早くから物語として完成本（712年の古事記）になっているという理由から一年生の最初になりました。
当日、40分と宣告され、第一回フランス滞在中パリ第四の「歴史」の講義で、「日露戦争」のExpos6を指
名された時に覚えた「要約（r6sum6）」を全員に渡し、原稿を読んでいたところ、『貴方は発表をなんと心
得ているのですか？きちんと皆の顔を見ながら話しなさい。私の顔を見うとは言っておりません、全員を
平均して見るように、左前方、中央後方、右前方を見たら、次に左後方、中央前方、右後方と全てを見渡
すように心がけなさい。』と、先生からお叱りを受け、同時に発表方法を教えて下さいました。尤も、緊張
している上にフランス語ですので、原稿を読むほうが多かったと記憶しております。先生の指導を含み1
時間弱で終わり、後は皆からの質問に答えましたが、日本神話と神道にっいては、大半にとっては未知の
主題であり、驚くほどの興味を抱いたらしく、予想以上の質問があったため、次の発表者が次回になった
ほどです。実家から持参したお墓の写真も提示しましたが、現在のようにネット検索が普及していれば、
資料収集もこれほど大変なことはなかったであろうと思います。
　ある日、教授の研究室を訪れると、写真で見たことのある人物が先生の向かいの席にゆったり座ってお
いででした。『構いません、お入りなさい。』とおっしゃるので入ると、立ち上がって握手をされ、『貴方も
ご存知でしょう？心理学者のLacan教授です。我々は名前が殆ど同じなので、いっも郵便が間違って配達
され、会話を楽しむために自分の郵便をお互いに取りに来ているのです。』『ジャック、私の初あての日本
人学生、権藤嬢です。』と紹介され、Lacan教授は立ち上がり、握手され、お二人にすすめられるままにも
う一っの席に座ると『貴方は、ヨーロッパ人と日本人とでは何が違うと思いますか？』とお尋ねになりま
したので、『日本人は自分の行為を他者の目で見ることができますが、西欧人にはそれが出来ないように思
います。』とお答えしたところ、『それはどういう意味ですか？説明してください。』とおっしゃるので、
『リオンのジュシュー寮のフランス人女子学生二人と日本人学生三人でスペイン旅行をし、安ホテルの階段
を5階まで上る時、急に明かりが消えて真っ暗になり、5人手探りで電灯ボタンを探し、壁をヤモリのよう
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につたっている我々の格好を想像するとあまりにもおかしいので笑い出したところ、フランス人二人は笑
わず、　“貴方達ヒステリーでも起こしたの？”と言われてしまいました。又、っい最近、合衆国館で、預
けておいた荷物を取りにアメリカ人女子学生3名、男子学生2名、下働きのフランス人男性と私の7名で
地下室に降りた時、電灯が消えてしまい、場所が場所だけにおっかなびっくりで、全員とんでもない格好
で這い回り、私はその情景を想像するとおかしくてたまらなくなり、笑い出したら、アメリカ人女性が
“ナミコ、ヒステリー起こさないで！”と言うので、　“なんて愉快な状況と思わないの？”と逆に尋ねた
ら、　“ふざけないで頂戴、こんな時に！”と彼女がヒステリー声で叫び始めたところ、ジョン・ホプキン
ス大から留学中の31歳の研修医が冷静な声で“日本人はね！自分達のしていることが映画を観ているよう
に判るのです。そうなのでしょう？”と言い、私が“無論そうです。さすがお医者様ね！”と答えたので
す。』と、二っの出来事をお話しました。するとLacan教授は私を凝視され、『貴方は随分面白いことを言
いますね。今度私の許にいらっしゃい。』と申されました。ラカン先生が彼の講義に出るようにとおっしゃ
るので、2回出席し、教授が黒板に丸を沢山描いて似た○同士が固まっていく様を説明なさる講義を拝聴
しました（topologie）。2回とも、黒板に図ばかりお描きになる方だという印象を持ちましたが、講義中に
『コミュニカシオンは社会学の源泉である（La　communicαtion　est　lαsource　de　lαsociologie．）』と申され
たことが鮮烈な記憶として残っています。
　Henri　Imbert：　アンベール教授の場合、一年目は、一コマ目が「トム・ジョーンズ」を義務として毎
回全員で読み、先生の解説を聞き、その章について討論し、2コマ目は各国の冒険家達の旅行事情や放浪
者の遍歴課程を調べて発表するものでした。私は、鎌倉時代に三男に財産を相続させるために京都から鎌
倉まで旅した女性の話を取り上げ、日本が13世紀には既に女性が旅をすることが出来た国であったことを
話し、江戸時代には旅行ガイドブックが刊行されたことを写真で示して、神話と同じくらい皆の興味を惹
くことができました。二年目は、フロベールの作品を基にした講義で、博論準備者として聴講した私は、
発表はせず、ボヴァリー夫人が自動車内恋愛をしたことを新しい発想として皆で褒め称えているので、我
国では10世紀終りから11世紀初頭に和泉式部が皇子と牛車の中で恋愛をしていることを話し、そのこと
から日本の女流文学が話題になり、全員が紫式部の源氏物語を知っている事実に感激しました。日本中世
女流文学の知名度は、スイスでの毎週同僚間持ち回りで開かれたパーティーでも、会社の指名で出席した
月1回木曜日に開かれた町内パーティー（海軍省、アメリカ大使館、オテル・ド・クリヨン…が参加）に
おいても再々認識させられたことですが、最近の日本人学生の多くが自分達の誇るべき作品を読んでいな
いという現実を、我々教育者は真剣に反省すべきであると思います。
　Louis　Forestier：　フォレスティエ教授は、1970年5月のジェルマン・ヌーヴォー学会でMarce1　A．
Ruff教授から紹介され、長年講義を拝聴したいと望んでいた方であり、パリ第十を選択したのも教授の存
在が大きいのです。専門の19世紀の詩人たちにっいて講義され、院生に発表させることは稀で、ご自分が
情熱的にテキスト無しの早口で話されるので、書き取るのに苦労しました。先生の講義は、第十でのそれ
より寧ろGeorgeVにある政府機関の建物の一室で土曜日一コマ朝7時50分から行われた、ランボオを主
題とするセミネールが大変興味深いものがありました。後の世に「見者の手紙」と称される、ランボオの
17
1871年5月13日付けのジョルジュ・イザンバアル宛て、及び5月15日付けのポール・ドウムニー宛ての
手紙文中に書かれている、　“Je　est　unαutre．（私は一人の他者なのです）”にっいての講義が個人的に
は一番興味深いものでした。
　パリ第十は外国人が2％ということもあり、在籍していた同期の外国人3名のうち、ギリシャ人は幼稚
園から、タイ人は父親の赴任先であるパリに10歳の時から滞在、前年からの院生であるイラン人は少・中・
高とスイス・ローザンヌの寄宿舎で過ごし、大学はパリ、結局フランス語で義務教育を受けていないのは
一人だけでした。翌年入った外国人はリュクサンブール人女性一名でした。講義聴講義務に関しては、毎
週種々の授業を受けるように指示され、フランスでの教育課程を経ていない私は一番多く、自分が受けた
い講義なども含め、朝5時半～6時半には自室を出て、月2回は帰宅が22時すぎになる有様でした。当時
パリ大学は7時50分から21時30分迄講義が開かれ、Coll6ge　de　Franceも夜間は同様だったからです。
パリ8区ルワヤル街にある商社Continetal　Purchasing　Companyに週20時間勤務していたこともあり、
本当に忙しく且充実した日々でした。
H　比較文学
　社会学系の大学であるパリ第十大学「比較文学」には「自己・自文化及び他者・異文化を学ぶための科
学的方法」という概念が根底にあり、人と人、国と国との「意思の疎通」を測る上で重要な役目を果たす
と考えています。従って、説話も宗教も地球上の全地域が対象となります。日本では民話は子供の読み物
として軽んじられますが、学部においては元より、大学院においても神話と共に民話は重要視され、その
知識を備えた上で各地域の宗教を学び、宗教が民話にまで影響を与えていることを知識として認識するの
です。大陸や半島の隣国の民が、一っの情念を子々孫々にまで受け継ぐことも民話を読むことにより理解
できますし、本来日本人が悪事に対して淡白なのは何故か？働くことを尊んだのは何故か？などの疑問も、
神道や民話が強く影響している故であることが理解できます。説話を読む行為は、各地方の気候・風習・
産物及び地形までも知らず知らずのうちに我々に教えてくれる有効な手段なのです。ケルト文化を色濃く
残したアイルランドが、マリア様を尊ぶカトリックに何故固執するのかも、ケルトの歴史や説話を勉強す
ることによって理解されてくる筈です。政府機関の青年協力隊が、アフリカに指導員として赴き、苦労し
てなるべく早く成長する木を植え、『大きくなるのを待つように、7年経てば枝葉で好きなことが全て出来
るようになりますから。』と忠告していますが、1年もして木の形になってくると屋根葺や炊事に使ってし
まい、もう20年以上も同じ事を根気よく続けています。当機関の研修監理員であった当時進言を試み、徒
労に終わりましたが、日本昔話など真面目に働けば幸せになる民話を持参して子供たちに話して聞かせ、
彼らの意識を根底から変えていかないと無理なのではないかと、アフリカ民話の数々を読んでいて疑問に
思うのです。面白く独創性に富んでおり、教訓的ではあっても、少しの辛抱で明るい未来が開ける話が少
ないからです。特徴的な点を述べましたが、世界の民話を読み、比較した場合、多かれ少なかれ人間は皆
同じような事を考え、行動するのだという事実に気付かされます。この事象を知ることによって、世界は
精神の底流で繋がっているのだという事実を認識することが重要なのです。
　「比較文学」を専門とする学生には義務となっている「比較思想史」「宗教」「社会学」のうち、「比較思
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想史」はリオンの文明学コース在籍中に、イソクラテス、プラトン、アリストテレスからサルトル、レヴィ・
ストロースまで学びましたが、「宗教」「社会学」は日本でもリオンでも履修していなかったため、聴講す
るように勧あられ、時間の許す限り、第四と第十の学部の授業に出席して学びました。
　「宗教」：　講師によっては、あくまでもキリスト教徒の視点による世界の宗教でしたが、ロシアと北
東アジアを除く国々が必須科目にしているのは当然のことだと痛感しました。小さい時から教会に通い、
高校までミッション系の学校で勉強している日本人は数多くいますが、ユダヤ教とイスラーム教を知らな
くては、現代社会を正確に考察し判断することなど不可能だからです。
　ユダヤ・キリスト・イスラーム教は前1800年頃メソポタミアのウル（ユーフラテス河下流の町、現在はイ
ラク領）に住む、アブラハムが、神の啓示を受けたことに始まります。リオンのマドレーヌ・モノ女子寮で
友人になったシリア人のファティラも、合衆国館で友人になったイラン人のサラも、時々有益な会話を楽
しんだイスラエル人のベアトリスも、博士課程在籍のユダヤ人やイスラーム教徒も、全員同じ事を言うの
が当時の私には不思議であったのですが、『黄方ぱ親族と別れ、父の家を離れ、厨を出τ、私が示ず勉に行
きなさい。私ぱ黄方を大いなる国民とする乙，、黄方を祝福「し、黄方の名を大きぐするでしょラ。黄方な祝
褥の基となるでしょラ！』と言う声が、アブラハムが75歳の時に天から降ってきたのだそうです。アブラ
ハムの孫であるヤコブ（イサクの息子）の12人の息子がユダヤ12部族となり、そのうちのユダ族の子孫
に誕生したのがイエス・キリストです。アブラハムのもう一人の息子イシュマエルの子孫からイスラーム
教の始祖が生まれるのですから、彼らは全て同じ血筋と言う訳です。この事実を知ると日本の学生は一応
に驚きを隠しませんが、前1200年頃モーゼの後を継いだヨシュアが、神の啓示によりカナンの地にある都
市エリコを襲い、平和に暮らしていた市民を惨殺して征服し、イスラエル国家を築いた経緯があります。
従って現在イスラエルがパレスチナの民衆を、老若男女を問わず無差別爆撃しているのも驚くにはあたら
ないですし、過去に何度も捕囚の身となった彼らが、我々には信じ難いほど唯々諾々とナチの捕囚となっ
たのも理解する必要があるのです。以上、あくまでも事実を理解すべきであるという意味であり、無事の
民を惨殺することを肯定しているわけではなく、寧ろ、彼らの人間としての悲劇はそこから始まっている
という私見を主張したいのです。
　宗教を広辞苑で調べると、「神またぱ何らかの超越的絶対者、あるいな卑俗な6のから分離さ～Z禁、尿され
た神聖なものκ衡ずる信仰・行義又、そde・6の連戻酌体系、1ff2？者は糖神的喚同社会（t＃厘7）を営む。
アミニズム・島然禁痒・あ一テミズムなどの原始宗教、待定の民族が信拗する民族宗教、置界的宗教すな
わち仏教・≠グス5教・イズラム教など、多種多桜、多ぐぱ教祖・1経典・教義・與説などを何らかの形で
もっ。」とあります。
　フランス人に『Religionとは何の意味ですか？』と尋ねると、神父様・大学教授からアパートの管理人
夫婦に至るまで一応に『神とス燭とを再び結びっげるといラ意妹でず。』という答えが返ってきます。20年
ほど前、山頭火の足跡を辿って、彼のお墓のある護国寺で、和尚様に同じ質問をしたところ、『／尉ぱ言
棄〆ごよっτ表わナことのできない真理で、［＃yぱ言秦κよる教えのごとです。』とお答えになりました。
フランス語のReligionには同様の意味がないのは、「イエス・キリストが神の子とされ、一度神と結びっ
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いた事実があるので、救世主が現れれば再び神と結びつくことができる」という意味であると解釈しまし
た。通算9年9ヶ月のフランス滞在で理解したことは、『貴方の宗教は？』と問われて、何も答えられない
人間は信用されないという事実です。無神論者ならその理由をサルトルのように明快に述べるべきです。
運のよいことに自分自身は神社神道でそれについて説明できましたので、一度も窮地に立った経験はあり
ません。現在在籍中の学生たちに宗教に対する印象を尋ねると、最初は『何かヤバイ感じ』という答えが
多いのですが、研究後は一変し、『我々が知らなければならない知識であり、世界の常識である』ことを理
解します。
　「社会学」：　フランス人については、オーギュスト・コント、サン・シモンしか習った記憶がなく、
数多くのドイッ人学者（マルクス、ウェーバー、ジンメル、テンニース、ルーマン、ハーバーマス…）と、
イギリス（ミル、スペンサー…）、アメリカ（ミード…）の社会学者の思想が話されていました。講義は
哲学・思想史と重複するところもあり、新鮮味のある授業ではありませんでした。最も有益だったのは、
理論ばかりではなく、パリという人種の混在した都市をモデルとしてアンケート調査の方法を学んだこと
で、自分にとって大きな糧となりました。他の学生たちのように市役所通いをして資料を集めるのではな
く、270名30力国以上が居住する合衆国館に住み、自分以外は白人のみの商社に勤めるという条件を活用
してレポートを提出することができました。現代のようにエクセルで簡単にグラフを作成することができ
ず、計算も、作図も全て自身の手作業によるものでした。ギッグ社長の好意で、勉強も社内にある自分の
机ですることができ、計算は卓上計算機を使用しました。このアンケート集計分析解釈法は詩の解釈にも
役立ち、帰国後早速取り入れた論文を執筆しましたが、院生時代の副査S．1教授から『商売人ではあるまい
し、止めて下さい。』と、大変な剣幕でお叱りを受け、「文芸研究」に掲載して頂くため、全て文字に直す
という困難な作業となり、以後中止しました。
　「比較文化」：リオン第二、パリ第四、パリ第十で学んだ知識では、「文化は所詮何ものかを媒介にしな
ければ研究できない主題なので、比較文学、比較思想（哲学）、比較宗教を媒介にして世界の文化を知るこ
とが重要」という概念です。しかし、文化には二っの言葉が存在します。一っは、Civilisationで、1756年
にMirabeauによって初あて使われた新しい言葉ですが、都市化という元の意味が示すように、人間が如
何に楽に生活するかに腐心した結果の所産である物質文明を表す場合が多いのです。もう一つのCulture
はラテン語culturaが1150年にフランス語に導入され、「土を耕す」という意味で使われていました。土
を耕し肥沃にし、人間を豊かにするというところから、1549年に初めて「適勿な鍛錬によっτ効的能力を
発育さぜる（Le　Grand　Robert　de　la　Iangue　francaise　deuxieme　edition　dirigee　par　Alain　Rey　du　Di
ctionnaire　alphabetique　et　analogique　de　la　langue　francaise　de　Paul　Robert．より引用）」という意
味で使われるようになりました。従って現在では、「文化とは人間の感性と知性を磨くことによって、人間
自身を豊かにし、社会をも豊かにしていくことである」という概念で研究しております。一部の学者達の
ように「文化とはあくまでも自然との対比である」という考えはなく、自然を豊かにすることによって、
人間も自ら豊かになるという考えが根本にあり、これこそ日本人本来の思想であり、対比という概念は輸
入されたものであると推察します。前世紀前半まで、自然を征服することに熱心だったフランスでしたが、
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第一回の渡仏（1968／11－1972／3）の折には、既に自然光を利用した建物を見学することができました。．
尤も現在のソーラーシステムとは違い、ガラスと鏡を応用したものでした。南仏の各地で見られる糸杉を
密集させて植え、ミストラルに対応する昔からの耕地法も見ることができました。この方法は日本の各地
でも昔から見られ、上杉藩では藩士達の家の垣根は天災で食糧難に陥った時のたあに、葉が食用になる木
で組まれていました。信濃川や木曽川もその流れを人間が変えることによって、時には人間を襲っていた
大河が人間に潤いを齎し、多くの恩恵を与える賜物となりました。それも人間の知と労力の創出であり、
文化の融合なのです。従って、人間本来は自然との折り合いが上手に保たれていたのではないかと推察さ
れます。個人主義者と見倣されているフランス人は、各自個性的で自己主張もしますが、他人と如何に上
手に付き合っていくかを、彼らの行為を見て実感しました。友人一家と共にしたキャンプやヨット旅行の
際、居合わせた知らない者同士がすぐに仲良く共同作業を始ある様は実に見事なものがありました。別れ
際は淡白で、名前や住所の交換などはせず、あっさりと別れます。自身の体験でも、車が溝にはまって半
分落ちてしまい、途方にくれた時、高校のスクールバスが止まって、女子高生が十数人降りてきて、教師
の掛け声で元の位置に戻してくれ、こちらの感激した感謝の言葉もあっさりと受け、去って行きました。
他人の窮地を見て見ないふりをされたのは、地下鉄の車内で、大男の黒人三人にバッグから無理やりお金
を盗られた時だけですが、その時は、彼らを追いかけて降りたホームに一人立っていた警官に助けを求め
ると、『マダム、私は一人、彼らは三人、多分彼らは武器も持っているでしょうから、追いかけたりせずに
警察に行きなさい。』と言われ、納得しました。
皿　学部での「比較文学・比較文化」講義
　情報コミュニケーション学部という名称である以上、他人及び他国との意思の疎通（コミュニケーショ
ン）を図るために、自身の考えを正確に伝達（インフォメーション）する方法を身にっけなければならな
いことは明白ですが、ここでより重要なのが、相手の立場を判断し、他人及び他国の考えを推察できる能
力（インテリジェンス）をいかにして学生に教育するかという問題です。「比較文学・比較文化」が相互理
解のたあの科学的手法とされるのはその点にあります。なぜなら判断基準を正確に知識として認識する為
の学門だからです。
　もともとコミュニケーションの実践的方法は、古代ギリシャにおいて、各ポリスが直接民主制を採用し
ていたため、兵役を終え、参政権を持っていた貴族・富裕平民・ペルシャとの戦争後新しく参入した無産
市民たちの票を勝ち取るため、民会において人々を納得させるために生まれたものであり、現代のPractical
Communicationと殆ど差異がないと言われています。しかし、現代でも同じ轍を踏んでいるように見える
のですが、教育の無い無産階級が軍船の漕ぎ手として役に立っからと言って、彼らをあまりにも重宝し、
参政権を与えてしまうと、数の多さ故に理念も政策も無い議員が輩出し、結局は政府が瓦解してしまい、
国を混乱に陥れた経緯があります。最近の政治家は、第二次世界大戦後、身を粉にして国家再生のために
働いて来た老人たちを切り捨て、投票してくれるからという唯一の理由で、労働意欲も無ければ、向上心
も無く、親の寄生虫と化しながら自己を過大評価している若者達を、大向こうを張った宣伝と表現の巧み
な見栄えの良い政治家の言を以って利用し、大国の意向に沿った政策を施行していますが、このようなご
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とを続けていると、日本も近未来には国自体が瓦解するのではないかと危惧します。アメリカのイラク介
入の例を見ても、実践方法だけでは、所詮立ち行かないことは明白です。それに気付いたのが、古代ギリ
シャの哲人達でもあるのです。ソクラテスのように服毒していては、現代の日本は大国の植民地と化して
しまいます。又、プラトンのように算数・平面幾何学・立体幾何学・天文学・音楽理論の習得を前提条件
に哲学の研究をしていては、現在の社会状況にも、我々一般人の頭脳にも適しません。この現代社会に最
も重要且必要不可欠なのがコミュニケーション・インテリジェンスです。インテリジェンスそのものの意
味は語源的には「知性」「理解力」ですが、モハマド・ライース氏が「学wa　No．19」（構造計画研究所、東
京、2006．11．30「日本はなぜ国際情報収集・分析に弱いか」p．47－51）において：インテグジェンxとぱ日
本謬の／効幽で6なげれ拭／誰鮒でもない。インフォメーションを蝶しτ紹力・ぐ分折し、評砺のフ
ルイ1こかげτ～縢し、天秤ノこかけτ翻盤あクと≠断されたるのこそ、インテグジェンスなのだ』（p．48）と、
述べているように、まさにこの一連の作業こそ、学生や院生に学ばせるべきことなのです。それらの行為
を可能ならしめるためには、まず相手を知らなければなりません。相手を知ってこそ、フルイにかけるこ
ともできますし、正確な判断も可能となるのです。16世紀の我国においては、各大名が莫大な費用を費や
して、他国の情勢を調査・収集・分析・洞察・選択・判断・予測し、それに長けていた信長・秀吉・家康
が成功を収めたのは周知の事実です。彼らが蓄積した技術的知識を一体何処に置き忘れてきたのでしょう
か？日本は過去においてインテリジェンスを会得していた筈です。戦国時代の手法が通用するわけはない
と考えがちですが、それは間違いです。現代の情報社会において、これらの作業はより重要性を増してい
ます。「外交」とは国際関係における戦いの一っであり、無血交渉を成功させる重要な手段なのです。
本学部H．P上に掲載している当該シラバスを原文のまま提示致します
比較文学・比較文化B　I
講義の概要・目的
「比較文学とは自己・自文化及び他者・異文化を学ぶための科学的手法である。」
　比較文学・比較文化Bは、日本とフランス語圏の国々の比較となっていますが、学部の学生にとって
は、重要ではありません。　何故なら、地球上の全ての文化を学ぶ努力をすることが目的だからです。
　日本の神話・民話と対照して欧州全土の基礎となるギリシャ・ローマ神話及びヨーロッパの民話・御伽
噺、アジア・オセアニア・北米大陸・アフリカ大陸の神話・民話にも触れることにより、自国との相似・
相違点を学び、地球上の人々が如何にして人間としての感性を培い、思像・思想・思考の力を養ってき
たかを学びます。
　各地に誕生した宗教の法話・聖書などが、人間の知性を高あることに貢献し、如何に各々の国民性を
創りあげたかを学びます。　中世から第二次世界大戦までの、動乱の中での放浪歌人（西行・宗祇・山
頭火など）及びフランスを中心とする吟遊詩人達が占めた位置を理解し、両国の異端者に対する対応の
仕方を学ぶことにより、各々の精神的土壌が理解されるでしょう。
比較文学・比較文化B　ll
講義の概要・目的
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「比較文学とは自己・自文化及び他者・異文化を学ぶための科学的手法である。」
　産業の飛躍的発展をみた17世紀～19世紀前半、文学（俳譜・詩・思想小説・哲学書・心理小説・空想
小説など）が、如何に各国民の啓蒙化と精神文化の向上に貢献したかを紹介します。
　19世紀後半～20世紀前半、強国が利益追及と領土拡張に向う軍事政権下に於いて、言論と思想の自由
を奪われた国民の唯一の武器となったのが、和歌、詩、歌などによる意思表示でした。それら文学の役
割を日本とフランスを例に学びます。
　第2次大戦後、人々の心を、憎悪から親愛へと導き、国と国、人と人との相互理解を深める為に文学
が占めた位置と果した役割。フランスの実存主義を初めとする新しい思想や文学形式が米国や日本に齎
した影響と、日本の法話や俳譜が米国やフランスに如何なる影響を与えたかを事例を挙げて紹介します。
　正に上記どおりのことを正確に行うべく心がけてきましたが、三年の専門になって、日本人特有の重要
な事実を失念していたことに気付きました。第一点は、「比較文学・比較文化」を専門課程で学ぶ以上、当
然二年次までに履修してあると信じていた「宗教学」を学生が全く履修していなかったこと、及び、数名
の学生を除き民話や神話を家庭で語り聞かされたこともなく、学校でも習っていなかったことです。宗教
や自国の文化に対する日本人の無関心さを再認識させられた一事でした。第二点は、『解らないところがあっ
たら質問しなさい。』と何度促しても、講義中に一切質問をしない点です。学生の消極性を痛感させられた
経験でした。講義の最後10～15分は、学生たちは授業内容に関する私見を書くことになっており、それを
持参して講義終了後質問に来る学生が必ずいます。何故授業中に質問しないのかを尋ねると『恥ずかしい
し皆に聞かれたくない』という返事を聞くことになります。フランスでの実習経験では、40分講義すると、
最低でも50分、時には4時間に及んだ質疑応答と論争が続き、当時は苦痛に感じたこともありましたが、
現在では懐かしい想い出です。
　一点目に関しては、二年間は計画を変更し、前期は世界の説話と、世界の宗教にっいて話すことにしま
した。本年度前期の内容は：
　1回目は三点について、明治大学短期大学紀要第73号掲載の拙論で取り上げ、HP上に掲示している拙
文を基に説明しました。1）「インフォメーション」：〈lnformationの言葉そのものはラテン語Infoma
cioに由来しています。この言葉がフランスに入ってきたのは1274年です（文永11年、夏には一遍が時宗
を開き、10月20日元軍が博多に上陸し、その夜台風が起きて、元軍は撤退した）。その当時は「説明」と
いう意味で使われました。その後、1360年には「情報」と言う意味で使われるようになりました。当時の
日本では1358年に縁起説話集「神道集」が完成しています。1927年アメリカの電気技師Hartleyが初あ
て電信電話によるメッセージに使い、現在の所謂Information　TechnologyになりましたInformationを
inとformとationに区切ると形（form＞を打ち消し（in）再び作り上げる（ation）という意味になり、文字
を一度全て数字記号に置き換え、画面にでた時点で再び文字に作り上げる計算機（コンピューター）には
最適な言語なのです。＞2）「プラクティカル・コミュニケーション」：＜紀元前436年生まれのイソクラ
テスが言っているように、「祖互κ説得しあい、わカわれの求めるものを明らかにする能力（「イソクラテ
スの修辞学校」廣川洋一、講談社学術文庫2005、p．15）としての言葉を洗練させ、他者を納得させると
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ころから始まりました。それらを現代風に再構成したのが、アメリカン・コミュニケーションであり、日
本人の大半はアメリカ生まれの学門と思い込み、アメリカ帰りの研究家の言のみを信じ、他の意見に真剣
に耳を傾けようとしないため、多種多様な場面で齪甑を生じ、国際感覚の希薄な日本人にとって不幸極ま
りない事態となっています。3）は「コミュニケーション・インテリジェンス」：〈フランスにおいては、
コミュニカシオンという言葉は1365年以来、社会関係に使われる言葉として使用され、1791年9月3日に
発布された「人権宣言」第11条に「想想と言講の自由な伝達ばス摺の綬ら實重な薩初の一つである。Lα
libre　cornmωn血tion　des　penseesθむdes　O吻ions　es亡魏des伽ε亡8　Zθs画s　pr壱C‘θ膿de　l’Homme：」
と記され、以来、2200年以上、時に技術的問題として扱われてきたのに反し、コミュニカシオンという言
葉そのものが、文化的背景を捨象することなく、より広範に学際的・超域的な学問領域として捉える真の
コミュニケーション・インテリジェンス研究へと導く大きな要因となっています。＞
2回目：文学と比較文学（ここまでは最初の計画通り）。3回目：古代日本の国生み神話とヴィデオ「人間
らしい人間の物語」（アイヌについて40分）。4回目：テレビ局担当部長の講演と質疑応答。5回目：日本
以外の国の神話（韓国、エジプト、オリエント、ギリシャ、北欧、ケルト、ネイティヴアメリカン、オセ
アニア）。6回目：日本民話とヴィデオ「縄文の食」（25分）。7回目：アジア、中近東。アフリカの民話。
8回目：西欧、北欧、オセアニアの民話。9回目：通信会社グローバル担当社員の講演と質疑応答。10回
目：砂漠の一神教（ユダヤ教、キリスト教、イスラーム教）。11回目：多神教（ヒンドウー教、仏教、他の
民族宗教）。12回目：日本の宗教（神社神道・国家神道）。13回目：アイヌ・沖縄。14回目：纏あ。となっ
ており、招聰講師の講演2回を含め14コマ程度で到底説明できる主題ではなく、学生たちからも『75～80
分で学べる内容ではないし、10～15分で纏められない。詰め込みすぎだ。』という反論と苦情が寄せられま
した。これにっいては2008年度から「比較文学・比較文化〔基礎〕」を設置すべきであると考えます。
　後期の内容は：1回目：映画鑑賞（フランスのイメージを覆すべく、ミラージュと国際緊張を主題にし
た作品）2回目：気管支炎のため休講。3回目：身を用なきものにした又は身を捨てた歌人たち（在原業
平、空也、西行）と中世フランスにおけるトルバドウール。4回目：人生の放浪と宗教の放浪（山頭火と
ジェルマン・ヌーヴォー）。5回目：ヴィデオ「禅の心」（25分）と世界における道元の存在。6回目：仏教
宗派の開祖たち（最澄、空海、法然）。7回目：啓蒙思想家たちがフランス革命に与えた影響。（ジョン・ロッ
ク、ヒューム、J．J．ルソーなど）8回目：一身上の都合で休講。9回目：フランス革命が日本の自由民権運
動に与えた影響。（江藤新平、植木枝盛「民権数え歌」など）。10回目：大東亜戦争の幕開け（12月8日に
際して）。11回目：日本国憲法は占領軍の押し付けか？（植木枝盛の東洋大日本国国憲按第四編のコピーを
配り、学生に読ませ、日本国憲法と比較した）12回目：実存主義の自由と荘子の自由。13回目：文化の意
味。責任とは？14回目：義務と権利にっいて及び纏め。2回の欠席があったため、夏休みの宿題（実家の
宗教調査）の寸評だけではなく、映画の感想文と課題「文化について」「自由と権利について」の400字詰
め5枚以上のレポートの寸評記入を実行しました。第一回でギリシャ民会のことは触れたものの、偶然講
義日が大東亜戦争開戦記念日当日と重なり、少なからず偏重した内容になったことを反省し、今後はより
中庸を肝に銘じて講義を実践する所存です。尚、私見に対する寸評はOh－o！Meijiの資料欄に評価と共に
コメント挿入しています。
　以上変更の結果、最初の計画から外した講義は：「前期映画鑑賞」「ギリシャ民主主義から生まれたコミュ
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ニケーション手法」「東洋の哲学者（主に荘子）」「“和ぐをもって貴しとなす”の精神をもう一度」「日本
が誇る女流文学」「遊行聖一遍」「江戸時代の遍歴者（芭蕉他）」「世界で最も短い詩＝俳句」「俳句と西欧世
界」「文学＝軍事政権下にある民衆の唯一の武器」「我々人間は何処に向かうのか？」でしたが、来年度後
期に行う予定ですが、主題及び内容は固定化せず、毎年視点を変えて行う予定です。
　二点目に関しては、学生の積極性を如何に導き出すか、他の学生が見ていないところでは質問を繰り返
す学生を如何にして皆の前で質問させるか、を、教員一同の今後の課題として全員で知恵を出し合い考え
るべきことであると思います。
　ゼミナールにおいては、学生が自身で調査・資料収集・分析・選択・解釈結果を纏めて発表し、レポー
トを執筆することが主眼で、内容は、シラバス本文第一節部分を基礎と問題発見演習前期で行い、一年次
夏休みは、居住地と自身の名前の由来の調査・資料収集を宿題として課しました。二年後期は自由課題で
日本と他国との比較、共同作業の演習としては、アンケート集計とグラフ化のWord使用実習、及び、基
礎と教養のレポートを纏あ記念文集を製作しました。問題分析ゼミでは、招聴講師の講演アンケートを、E
xcel使用で集計・分析・解釈実習を行ない、現在明大生が何をどのように考えているかを認識したことと
思います。夏休みの宿題は「居住地の人口統計から何が見えてくるか、問題点は何か？今後の課題は何だ
と思うか？」にっいて調査・分析・選択・予測の練習を行ったことにより、学生は自分の居住区をより巨
視的・微視的に観察・調査し、理解することが出来たと思います。共同研究は「異文化比較の対象は何処
にするか？」を全員で相談し、考慮の末、2004年度生は「京都と鎌倉、日本の東西文化比較」を課題とし
て選択し、京都への研修旅行を無事にすませました。個人研究は、異文化比較を主眼として各自興味ある
対象を選択し、社会に出た後を考え、プロジェクト発表の練習を兼ね、全員パワーポイント使用で現在第
二回発表に入っています。
　上記のアンケート実習は社会学系「比較文学」の特徴でありますので、2006年度のWord実習を例とし
て、結果をどのように活用すべきかをここに提示したいと思います。研究対象の選択、質問項目作成は全
て学生が行います。作図は各々が表にし、完成度の高い学生の作図をコピーして、アンケート協力者全員
へお礼として配布しました。拙論においては教員本人の図表を使用いたします。二年生は集計結果のみで
分析・解釈を行いませんが、通常は、コメントをオートシェーヴに在るリボンやプレート内に表示します。
ここでは、偶数ごとに纏めて挿入することとします。
　コメント挿入の際に、学生が「しまった！あの質問を入れるべきだった、質問の仕方を変えるべきであっ
た。」と反省し、質問によって分析結果による解釈が深くなることに気付き、2回目3回目は目覚しい進歩
を遂げるものですが、進歩状況を見て学生の成長を知るのが教員の楽しみでもあるのです。
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2006年問題発見演習　権藤南海子ゼミ実習
「ニューカレドニアに関するアンケート」
製　　作：
配集協力：
記入協力：
記入者数総計：
※　太字斜体字番号が正解。
権藤ゼミ　池田優子、神代拓也・渋井英之・島貫ゆき子・高鍬英恵・藤沢　佑
情報コミュニケーション学部助教授　阿部力也
情報コミュニケーション学部3年；　遠藤由香、岡田枝里子、島村真実子、杉本有美、
　　　　　　　　　　　　　　　　　田中優香、臨　篤史。
情報コミュニケーション学部1年；　赤根悠介、岡村秀志、白須鎮花、中島　淳、平野孝治、
　　　　　　　　　　　　　　　　西川桂史、前場基樹、松木麻衣子、山口悠介、山田雄也。
2年4組33名、2年9組32名、2年12組20名（無記入1名）、1年1組28名、
1年8組27名、1年10組24名、1年11組25名。「現代型犯罪と法」33名（無記入1名）、
「データ分析」10名。「比較文学・比較文化B」17名。明治大学和泉バレー部38名、
端艇部20名、カメラ部35名（無記入1名）、ダンスaccess　21名、ダンスACE13名、
篭球会10名。岡田3年友人10名、臨3年友人11名。
　　430名、　無記入　3名。
質問1 Yes No
ニューカレドニアをご存知ですか？ 230 200
100％
80％
60％
40％
20％
　0％
Yes No
■　無記名
ロ　4・日本語
ロ　3：スペイン語
■　2：フランス語
国答え1：英語
質問2：ニューカレドニアで話されている言語はどれだと思いますか？ Yes No
答え1：英語 70 77
2：フランス語 112 55
3：スペイン語 42 48
4：日本語 3 19
無記名 3 1
質問1：意外であったのは、リゾート地として有名で新婚旅行で人気のあるこの島を知らない学生が430
人中200名も存在したと事です。年齢による認識の差異が大きい国名であると推察できます。
質問2：公用語がフランス語であることを、Yesと答えた230名中半数以下の学生しか知らなかったのは、
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日本においては、外国名が全て英語読みであることに起因していると思います。もう一っの要因として、
フランス語教員がフランス語圏の国々を明確に教えていないという事実があります。言語と共に文化を学
ぶのが外国語を学ぶ大きな意義ですが、週2回の授業では時間的に無理があり、今後の課題としたいと思
います。翻って、日本語と答えた学生が全体の5％存在したことは、日本が過去において、南洋諸島を植
民地化していた事実を知っている証左と考えられます。
質問3：ニューカレドニアについてのイメージは何ですか？ Yes No
答え1：美しいビーチなどの豊かな自然 173 136
2：マリンスポーッ 49 43
3：政治犯 6 14
無記名 2 7
200
150
100
50
0
Yes No
囲答え1：美しいビ
　チなどの豊かな自
　然
6　2：マリンス
　ポーツ
ロ　3：政治犯
ロ　無記名
250
200
150
100
50
　0 Yes No
ロ　無記名
ロ　3：カリブ海
■　2：東南アジ
　ア
囲答え1：オセア
　ニア
質問4：ニューカレドニアはどこにあると思いますか？ Yes No
答え1：オセアニア 142 89
2：東南アジア 34 30
3：カリブ海 54 78
無記名 0 3
質問3：Yes、　Noに拘らず、イメージとして美しいビーチを思い浮かべたのはおぼろげながら、名前を聞
いたことがある証拠でありましょう。特筆すべき点は、何の予備知識も無くアンケート記入を行ったにも
拘らず、全体の5％弱が流刑地であることを知っていたという事実です。Noと答えた7％が流刑地である
ことを認識していたのに反し、Yesと答えた側は3％弱であり、観光地としての認識であると思います。
調査地が大学という高等教育機関であったことが、認識度の高い大きな原因であり、明大生の将来を楽観
すべき結果がでたことを、教員として嬉しく思います。
質問41地理上の位置を認識していたのはYesの61％、　Noの44．5％で、現在日本の義務教育が、受験に
関係ある科目と見倣している結果であると推測できます。南洋の小さな島を5割以上が知っている事実こ
そ、日本人の外国に対する関心の高さをも示していると申せます。
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質問5：ニューカレドニアの国土面積はどれくらいだと思いますか？ Yes No
答え1：北海道 16 15
2：本州 14 9
3：四国 79 74
4：九州 42 35
5；沖縄 79 63
無記名 0 4
?????
Yes No
＋答え1：北
　　海道
勢　　2：本州
＋　　3：四国
→←　　4：九州
＋　　5：沖縄
＋　　無記名
061?」???
001????? ?
0
Yes No
圏答え1：ダイビ
　ング
■　2．サーフィ
　ン
ロ　　3：コルフ
ロ　4：乗馬
■　無記名
質問6：ニューカレドニアで遊びたいことは何ですか？ Yes No
答え1：ダイビング 148 112
2：サーフィン 55 57
3：ゴルフ 10 11
4：乗馬 15 18
無記名 2 2
質問5；この質問には教員である私も答えられなかったので、153名が偶然でなく選んだのであったら見事
で、十代の記憶力に感服しました。
質問6：マリンスポーッを想像するのは妥当ですが、自然探検を項目に置いていればと残念です。
ヌーヴェル・カレドニーの森林地帯は圧巻であり、学生が見学すべきであると思うのはそういう地域であ
り、奥地には、収容された日本人が敷設した鉄道の痕跡を見ることができます。
質問7：ニューカレドニアでは何が採れますか？ Yes No
答え1：ニッケル 113 92
2：石油 38 34
3：ダイヤモンド 76 70
無記名 3 4
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120
100
80
60
40
20
Yes No
囲答え1：ニッケ
　ル
■　2：石油
ロ　3：ダイヤモ
ンド
ロ　無記名
200
150
100
50
Yes No
圖答え1：レッサー
　パンダ
e　2：ジュゴン
ロ　3：象
ロ　無記名
質問8：ニューカレドニアにはどんな動物がいると思いますか？ Yes No
答え1：レッサーパンダ 41 44
2：ジュゴン 176 129
3：象 12 24
無記名 1 3
質問7：ニッケルが産物であることを認識していた学生が205名にも上ったことは意外の感があり、工業
国日本の面目躍如と申せましょう。コバルト、サトウキビなど観光以外にも産物が多く識字率も高い（91
％）島だけに、何故人口増加が進まないのかを、ゼミ生には専門において考えて欲しいものです。
質問8：美しい海を想像した学生が309名いたにも拘らず305名がジュゴンと答えたのは、数名の想像力
欠如と見倣すべきなのでしょうか？固有ではないものの世界に冠たるオウムガイの研究で知られる、ル・
パシフィック大を有するフランス海外領土であることを学生に知って欲しいものです。
質問9：ニューカレドニアにはどんな鳥がいると思いますか？ Yes No
答え1：カグー 106 94
2：ヤンバルクイナ 97 91
3：ペンギン 25 24
無記名 2 1
120
100
80
60
40
20
Yes No
團答え1：カグー
■　2：ヤンバ
　ルクイナ
ロ　3：ペンギ
　ン
ロ　無記名
140
120
100
80
60
40
20
Yes No
囲答え1：6分の
　1
■　2：60分の
　1
ロ　3：600分
　の1
ロ　無記名
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質問10：ニューカレドニアの人ロは日本の何分の一だと思いますか？ Yes No
答え1：6分の1 18 17
2：60分の1 82 74
3：600分の1 130 108
無記名 0 1
質問9：日本の誇る天然記念物ヤンバルクイナを430名中188名が外国の鳥と思っていたことに衝撃を受
けました。自国に対する日本人の無関心さは他国には類を見ない現象だと思います。このような日本社会
の歪みを、今後課題として研究すべきであると考えます。
質問10：半数以上が知っていたことに寧ろ驚きを覚えましたが、同時にE］本が如何に国土に比例して人口
の多い国であるかを実感させられ、人口減少を憂いている政府に疑問を感じました。人間の使い方次第で、
寧ろ豊かな国になる好機であるからです。
質問11：ニューカレドニアの通貨は何だと思いますか？ Yes No
答え1：ドル 62 47
2：ユーロ 49 50
3：パシフィック　・フラン 118 90
無記名 1 3
021
001
????????????
0
Yes No
團答え1：ドル
■　　2：ユー口
ロ　　3：パシ
　フィック・フラン
ロ　無記名
250
200
150?????
Yes
ロ　無記名
ロ　3：天国に
　一番近い島
■　2；人魚の
　住む国
團答え1：青い海
　白い砂
No
質問12：ニューカレドニアのキャッチフレーズは何ですか？ Yes No
答え1：青い海、白い砂 28 43
2：人魚の住む国 56 71
3：天国に一番近い島 146 85
無記名 0 1
質問11：YesとNoの正解者の割合が、質問2でフランス語と答えた学生数より多い上に、ユーロと答え
た学生がフランス領土であることを認識していたため99名にも上ったものと推察でき、ドルは英語圏、フ
ランはフランス語圏であることを認識していないのではないのか、質問2で147名もいた英語と答えた学
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生に対して疑問が残る結果となりました。この点に関して、設問事項を変更しての再調査の必要性がある
と考えます。
質問12：二昔前までは有名だったキャッチフレーズですが、現代の学生はYesで63．5％、　Noで42．5％と
昭和が遠くなったことを実感しました。
　以上、設問作成の際もう少し熟考させるべきであったと反省しています。本格的な分析解釈とは申せま
せんが、専門、大学院にいくに従って、この方法での分析・解釈は完成度を増していくものであり、重要な
ことは、なるべく早いうちから鍛錬し、対象の認識に務め、判断基準を見定めることにあります。
おわりに
　そもそも文学とはどういう意味でしょうか？「文學」を字源と広辞苑で引くと：
∠文學」FO學fi”7の纏糎。詩文・小説κ戻アする學局乞0學屑7～ご戻アする筥職。儒學。（字源）
∠文勃の学門、学芸、詩文に衡する学循②（litera　ture？．E4f2のカを借ク、言話によっτ19）C，界および内界
を表現ずる芸術作6君。すなわち詩歌・小説・勿語・戯密・評講・嵯筆など文芸。③律合剃で、新王家に宮
欝された家庭教砒④江戸鮭代、諸藩の儒筥の称。（広辞苑）とあるように、文学の本義は学門の総称なの
です。日本最古の学校で、一天文年潤α550年ころ♪にぱグ学徒三チfといわれるぼどになク、フランシ
スコ・ザどエノWl　kクグ日本厘1ψ最も大にしτ最も存名な嫌の大勃と世界～ご紹介されました。一とホー
ムページに書かれている足利学校に所蔵されているのも詩文の選集を初めとする書物です。
　社会学系比較文学を専門とする我々は「文学」を「人間の心理、感情、思想を研究し，時代や地方による、
決まり・風習を学ぶと共に、他国の歴史、国民性、文化、生活、習慣、物事の捉え方の相似・相違を現地
に行かないで擬似体験し，学ぶ事の出来る学問。」として捉え、研究しています。
　人間が人間たる所以の音声伝達法「言葉」と文章伝達法「文字」とを駆使し、ヒトが誕生の時から有し
ている想像力と創造力を開花させ、感性を豊かにし、人間としての知性を磨き、省察を怠ることなく、精
神の向上に貢献してきた「文学」を軽視する行為は、人間自身を綾小化することに他ならないと考えます。
法律・経済・医学・工学など社会に直接役立っ学門のみを尊重する人々の中には「文学」と聞いただけで
眉をしかめる方々がおられますが、もう一度本義を確認し、軍事政権下において、政府に対抗する唯一の
武器となったのは、正に「文学」そのものであったことを想い出し、再認識して頂きたいと切に願うもの
です。
注
　斜体文字は他の人間が口にした言葉ですが、誰と特定できない箇所があります。特定できる文章又は言
葉は文中に書き入れました。
他　“＝東京　となります。
参考文献
（講義メモよりアイウエオ順）
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沖縄県の歴史　安里進一他山川出版社2004’T
沖縄の歴史　宮城栄昌日本放送出版協会S56”
オセアニア神話　ロズリン・ポイニャント著　豊田由貴夫訳　青土社　1993　“
オリエント神話　ジョン・グレイ著　森雅子訳　青土社　1993　“
階級社会グローバリズムと不平等　ジェレミー。シーブルック著　渡辺雅男訳　青土社　2004　東京
カーストの民　JAデュボア編　重松伸司訳　平凡社　1988　東京
語りっぐ人びとH　長弘毅福音館　日曜文庫1981東京
語りつぐ人びとアフリカの民話　江口他6名　福音館書店　1980東京
神と仏と日本人佐々木宏幹吉川弘文館H8　”
韓国神話　金両基著　青土社　1995　“
ギリシャ・ローマ神話　ブルフィンチ作　野上弥生子訳　岩波書店　1965東京
ギリシャ神話上・下　呉茂一著　新潮社　1965　“
ギリシャの神々　曽野綾子・田名部昭共著　講談社　1986　東京
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キリスト教とイスラム教　ひろさちや　新潮選書2005東京
キリスト伝　ブリュックベルジュ別宮餅恵訳　筑摩書房　1985東京
旧約聖書の世界　池田裕　三省堂選書　1992’「
経典ガイドブック　宮元啓一　春秋社　1990　”
禁忌の聖書学　山本七平　新潮社　1992　東京
空海　上山春平　朝日新聞社　S56東京
ケルトの宗教ドルイディズム　中沢新一・鶴岡真弓・月川和雄編著　岩波書店　1997　東京
現代史の争点　秦邦彦　文芸春秋　　1998　“
広辞苑　第五版　新村出編　岩波書店　電子辞書
古事記　増田勝実　岩波書店　1987　東京
古事記と人間　城野　宏　啓明書房　2006東京
古代メソポタミアの神々　三笠宮崇仁監修　集英社　2000　東京
古代琉球語の旅　具志堅敏行　那覇出版社　2006　沖縄
乞食の精神誌　山折哲雄　弘文堂　S63　東京
小林秀雄集・現代日本文学全集42　筑摩書房S31“
コミュニケーション理論の東西比較　異文化理解のパラダイム
　辻村明、D．　L．キンケード編著、中嶋純一訳　日本評論社　1990　“
今昔物語集　古典を読む4　中野孝次　岩波書店　1986
最澄（人物叢書）　田村晃祐吉川弘文館S63“
「最澄」を読む　ひろさちや　佼成出版社H16　“
最澄瞑想　梅原　猛　佼成出版会　S62　“
サルトル哲学とは何か　末次弘　理想社2003千葉
サルトル　実存主義の根本思想　矢内原伊作　中公新書
サロンの思想史デカルトから啓蒙思想へ　赤木昭三／冨美子
山家集古典を読む6　久保田淳　岩波書店　1985　”
参禅入門　大森曹玄　春秋社　1991　　“
山頭火虚像伝　木下信三　三省堂選書　1990　“
山頭火の俳句　村上護　本阿弥書店　1988　“
山頭火の道　大山澄太　彌生選書　S55”
山頭火の宿　そして酒と水と　大山澄太彌生書房　1979
時代を生き抜く「タオ」の教え　御堂龍児　講談社　2005
現代における学としての哲学・倫理学　岡崎公良　新樹社
字源　　簡野道明編集　　角川書店　HO7東京
時代末上・下　堺屋太一　講談社　1998　“
実存主義とは何か　JPサルトル　伊吹武彦訳　2006
実存主義とは何か　Jean－Paul　Sartre伊吹武彦訳
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S63東京
　名古屋大学出版会　2003
　
東京
S55東京
人文書院　S49　東京
名古屋
ジプシーの民話　マリー・ホ㌧ジーシュコバ一著、山田順子訳　佑学社　1978　東京
市民の国にっいて（上下）　D．ヒューム　岩波文庫青619－5，6　1982”
資料が語る琉球と沖縄　小玉正任　毎日新聞社　1993　東京
釈迦とイエス　ひろさちや　新潮選書　2000東京
釈尊のさとり増谷文雄　講談社学術文庫　1991”
シャーマニズムとは何か　関西外国語大学国際文化研究所編　春秋社　S58　東京
ジャン・ジャック・ルソー　市民と個人　作田啓一　人文書院　1980　“
宗教の話　山折哲雄　朝日新聞社　1997東京
自由民権　色川大吉著　岩波新書　　1981　“
自由民権　明治の革命と反革命　後藤　靖著　中公新書　S55　“
自由民権の地下水　色川大吉　岩波書店1990　“
自由論　J．S．ミル著　塩尻公明・木村健康　岩波文庫34－116－6　1976　東京
19世紀のヨーロッパ　西洋史9　野田宣雄編　有斐閣新書　1989　東京
昭和史11926－45　中村隆英　東洋経済新報社1993　“
昭和史fi　1945－89　中村隆英　東洋経済新報社1993　東京
初期キリスト教とバイディアW・イエー－h“一町野啓訳筑摩叢書S．60東京
真宗入門　鈴木大拙　春秋社　HO3　“
真宗の風景　北国新聞社　同朋舎出版　1990　京都
真珠湾く奇襲〉論争　須藤眞志　講談社　2004　“
新編世界むかし話集10　山室静編著　教養文庫　1991「’
人類の聖書多神教的世界の探求　ミシュレ　大野一道訳　藤原書店　2001東京
神話の意味　レヴィ・ストロース　大橋保夫訳　みすず書房　2006　東京
スラブの民話　オルドリッヒ・シロバ㍉ガ・ルドルフ・ルチ仁ク稲葉茂生訳　佑学社　1976　“
聖書の謎を解く　三田誠広　ネスコ　1997東京
聖書はどこから来たか　久保田康弘　新潮社　2000”
西洋哲学史　峰島旭雄編著　ミネルヴァ書房　1989　京都
世界がわかる宗教社会学入門　橋爪大三郎　筑摩書房　2001東京
世界女性史年表　カレン・グリーンスパン著、進藤・谷中訳　明石書店　2003　“
世界の憲法　日本の憲法　中嶋一麿　オーエス出版株式会社　1990　“
世界の神話百科　アーサー・コットレル著　松村・蔵持・米原訳　原書房　1999　“
世界の民話　矢崎源九郎　実業の日本社　1989”
世界の昔話20　悪魔の犬エリンチャ　百百祐利子編訳　小峰書店　1986　東京
世界の名著6・7　責任編集田中美知太郎　プラトンIS55　プラトン1【S47中央公論社　東京
世界の名著27　ロック、ヒューム　責任編集大槻春彦　中央公論社　S47東京
世界の名著29　ウ“オルテール、ディドロ、ダランベ一ル　責任編集　串田孫一　中央公論社　S52東京
世界の名著30　ルソー　責任編集平岡昇　中央公論社　1990　“
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世界の名著32　カント　責任編集野田又夫　中央公論社　S47東京
世界の歴史　三浦一郎他共著　社会思想社　1988　’「
世界むかし話集　山室静編著　思想社　1984　”
世界文学大系43　鈴木信太郎他　筑摩書房　S37　“
禅がわかる本　ひろさちや新潮選書2005東京
戦後史ノート恩地日出夫、他日本放送出版協会1976　“
1643年アイヌ社会探訪記一フリース船隊航海記録　北溝保男　雄山閣　S58東京
その時この人がいた　井出孫六　毎日新聞社　S62“
荘子1・H　森三樹三郎訳　中央公論新社　2001”
荘子　古代中国の実存主義　福永光司　中公新書　1990　”
創世記（旧約聖書）　関根正雄訳　岩波文庫　2006”
大東亜戦争史一天保11年一昭和27年一　狩野信行　芙蓉書房出版　2005　“
大東亜戦争への道　中村　簗　展転社HO3　“
【大日本帝国】の研究　フォーチュン編集部　熊沢安定訳徳間書店　1983　“
「タオ」の教え　御堂龍児　講談社　2005東京
多神教と一神教　木村凌二書　岩波新書　2005　”
タニファ（ニュージランドの民話）ロビン・カフキワ浜島代志子　MOE出版　1989東京
誰も知らない男　ブルース・ハ㌧トン著　小林保彦訳　日経新聞社2005東京
地図で見る世界の女性　ジョニー・シーガー著　原・木村訳　明石書店　2005　東京
中国の昔話　君島久子・古谷久美子共訳　僧成社文庫　1995　「’
中世の文学　唐木順三　筑摩叢書56　S55東京
定本種田山頭火句集　彌生書房　S51　“
定本山頭火全集第一巻～第七巻　春陽堂版　S48　“
ドイッ・北欧の民話　星野慎一・矢崎源九郎共著　さ・え・ら書房　S48　東京
道教と古代日本　福永光司　人文書院1988京都
道教の神々　窪徳忠　講談社学術文庫　2004　”
道元（人物叢書）　竹内道雄吉川弘文館HO4東京
道元禅入門　榑林皓堂　大法輪閣　HO5　”
東西の思想闘争　小堀桂一郎編　中央公論社　1994　“
どうしやうもない私　わが山頭火伝岩川　隆講談社　1989　“
時を越える神話　ジョーゼフ・キャンベル著飛田茂雄訳　角川書店　1996東京
トルコの昔話　児島満子編訳　こぐま社　2000　t’
中江兆民集　近代日本思想史体系3　松永昌三編　1974　“
謎解き日本史　衣川真澄　新風舎　2006　東京
歎異抄　杉浦明平　岩波書店　1984　東京
日蓮（人物叢書）　大野達之助　吉川弘文館　S60“
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日本国憲法【第3版長尾一紘世界思想社1997東京
日本国憲法を読み直す　紙谷雅子編著　日本経済新聞社　2000　“
日本宗教のすべて　瓜生中・渋谷申博　日本文芸社　H8　東京
日本人なら知っておきたい神道　武光　誠　河出書房新社　2005東京
日本における民衆と宗教　考本　貢　他　雄山閣出版　HO6　“
日本人の意識構造　会田雄次　講談社　S46　“
日本人の神はどこにいるか　島田裕己　ちくま新書　2002東京
日本人の心の歴史　上・下　唐木順三　筑摩叢書22919801981東京
日本人の信仰　梶村　昇　中公新書　S63　東京
日本人の神話と十大昔話　楠山正雄　講談社学術文庫　1993東京
日本人はどこから来たのか　斉藤　忠　講談社学術文庫　1992　東京
日本全史　編集宇野俊一他　講談社　1991　“
日本多神教の風土　久保田展弘　PHP研究所　2002　東京
日本の神々　松前　健　中公新書　1990　東京
日本の宗教山折哲雄・川村邦光　東京美術　H12”
日本の道教遺跡　福永光司他　朝日新聞社　19881T
日本の昔話　柳田国男　新潮文庫　H17　“
日本仏教の創造者たち　ひろさちや　新潮選書　2003東京
人間悟性論（上・下）　ジョン・ロック　加藤卯一郎訳　岩波文庫青653　1993　“
人間知性論（一～四）　ジョン・ロック、大槻春彦訳　岩波文庫青446－447　S50　東京
敗戦前後40年目の検証　保阪正康　朝日新聞社　1985　“
パリ・コミューン　柴田三千雄i著　中公新書320　1973　東京
福沢諭吉　日本歴史学会編集　会田倉吉著　吉川弘文館　S60東京
仏教とキリスト教の比較研究　増谷文雄　筑摩叢書　1984　東京
仏教とキリスト教　ひろさちや　新潮選書　2005t’
仏教と儒教　ひろさちや新潮選書　1999東京
仏教と神道　　　　“　　　　“　　2005　東京
仏陀のおしえ友松園諦講談社学術文庫1999”
フランス啓蒙思想入門　JHブラムフィット清水幾太郎訳　白水社　2004東京
フランス史　井上幸治編　山川出版社　昭和60年　東京
フランスのむかし話榊原晃三借成社文庫1985東京
フランス文学史　饗庭孝男他編新倉駿一他　白水社　1985　“
フランス文学道しるベ　リットン・ストレイサー、片山正樹　筑摩叢書258　1983東京
フランス現代哲学　クリスチャン・デ・カン廣瀬浩司訳　講談社現代新書　1995　“
フランス中世の文学生活　ピエール・イウ“・ハデル、原野昇訳　白水社　1993　“
フリー百科事典『ウィキペディア（Wikipedia）』インターネット検索
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放哉と山頭火　本田　烈　踏青社　1986　東京
法然（人物叢書）　田村圓澄　吉川弘文館S63　“
放浪の俳人　山頭火　村上護　講談社　1990　”
北海道の百年読売新聞社北海道支社S50東京
まんが日本昔話第8巻　川内彩友美編　新潮文庫　H17東京
ミルの世界　小泉仰　講談社学術文庫　S63　“
昔話にはウラがある　ひろさちや　新潮文庫　H1211
明治思想集1　近代日本思想体系30　松本三之介編　筑摩書房　1976　東京
　“　　　ll　近代日本思想史体系31　同上
マヌ法典　渡瀬信之著　中公新書　1990　東京
万葉集上・下巻　佐々木信綱　岩波文庫　2005　TT
未来の親驚　吉本隆明　春秋社　1990東京
無常　唐木1順三　筑摩書房　1980　“
無用者の系譜　唐木順三筑摩書房　23　S39　“
山の宗教　五来　重　角川選書　H3　東京
ユダヤ教　小滝透　河出書房新社　1998　t’
琉球王国衰亡史　嶋津与志　岩波書店　1992　’T
臨済宗史　玉村竹二　春秋社　1991　“
蓮如　笠原一男　吉川弘文館　S61　“
ローマの歴史　1．モンタネッリ著　藤沢道郎訳　中央公論社　1976　“
忘れられた日米関係　御厨　貴／小塩和人　ちくま新書　1996　“
Lautr6amont，　Germain　Nouveau　Oeuvres　Compl6tes，　textes　6tablis，　pr6sent6s　et　annot6s　par　Pierre－
　Olivier　Walzer，　Biblioth6que　de　la　p16iade，　Gallimard，1970　Paris．
Rimbaud　OEuvres　complbtes　texte　6tabli　et　annot6　par　A．　Rolland　de　Ren6ville　et　Jules　Mouquet
　Bibliothbque　de　la　P16iade　Ed．　Gallimard　1972　Paris
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